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株式市場の動き

 先週の日本株式市場（日経平均株価）は、前週末
比で小幅に下落となりました。週初は2万円を割
り込んでスタートし、13～14日開催の米連邦公開
市場委員会（ＦＯＭＣ）の結果を控え、様子見
ムードから15日（木）まで4営業日続落となりま
した。週末は、米利上げ継続の見通しから、円の
対米ドル相場が大幅に下げたことから、輸出関連
銘柄に採算改善を期待した買いが入り、5営業日
ぶりに反発となりました。（週末引け値：
19,943.26円）

 週間では、日経平均株価は0.35％の下落、東証株
価指数は0.28％の上昇でした。

（1）日本の株式・債券市場
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週間市場レポート
（2017年6月12日～6月16日）

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成

債券市場の動き

 先週の日本債券市場（10年国債金利）は、前週末比
で横ばいとなりました。週初は、20年債の入札を控
え持ち高調整の売りが優勢となりました（利回りは
上昇）。週末は、米経済指標の予想比下振れを受け
た米長期金利の低下や、日銀の金融政策決定会合で
政策の現状維持が決定されると、買われました（利
回りは低下）。（週末引け値：0.056％）

 週間では、10年国債金利は横ばいとなりました。
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出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成
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市場の動き

 先週の米国株式市場（ＮＹダウ）は、前週末比で小
幅に上昇となりました。前週末からの流れを引き継
ぎ、テクノロジー関連株が大幅に下落してスタート
しました。13～14日に開催されるＦＯＭＣの結果を
控え、様子見ムードの中、週央まで一進一退の展開
となりました。週末は、アマゾンの買収報道による
市場への影響は限定的となったことから、前日比で
ほぼ横ばい推移となりました。（週末引け値：
21,384.28ドル）

 週間ではNYダウは0.53％の上昇となりました。

（2）米国の株式市場

（3）外国為替市場

市場の動き

 先週の米ドル/円相場は、前週比で小幅に円安/米ド
ル高となりました。前週のテクノロジー関連株の大
幅下落を受けた投資家心理の悪化から円が買われ、
週初は3営業日ぶりに反発してスタートしました。
ＦＯＭＣや米経済指標の結果を受けて、週央は円高
/米ドル安が進行したものの、週末は日米の金融政
策の方向性が意識され3日ぶりに大幅反落となりま
した。（週末引け値：110円80銭～90銭）

 週間では米ドル/円は0.51％の円安、ユーロ/円は
0.52％の円安となりました。

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成
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